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１．はじめに
九州地⽅整備局においては、平成１９年度をコンプライアンス元年として、コンプライ

アンスの推進に努めてきたところであるが、平成２４年１０⽉１７⽇に、公正取引委員会
から国⼟交通省に対し、⾼知県内における当省発注の⼟⽊⼯事に関し「⼊札談合等関与⾏
為防⽌法」に基づく改善措置要求がなされ、これを受けて国⼟交通本省において同⽇付け
で「当⾯の再発防⽌対策について」が、また平成２５年３⽉１４⽇付けで「⾼知県内にお
ける⼊札談合事案に関する調査報告書」が取りまとめられた。
これらを踏まえ、当整備局では平成２４年１１⽉１６⽇に「九州地⽅整備局コンプライ

アンス推進本部」を、平成２４年１２⽉６⽇に「九州地⽅整備局コンプライアンス・アド
バイザリー委員会」を設置し、各年度の「コンプライアンス推進計画」を策定して、各種
取組を実施してきたところである。
また、アドバイザリー委員会の意⾒を踏まえ、継続的かつ安定的な体制を確⽴しコンプ

ライアンスのより⼀層の推進を図ることを⽬的として、平成２７年３⽉９⽇に、全地⽅整
備局初の複数年（３カ年）となる「九州地⽅整備局「職場の健康づくり」推進計画（平成
２７年度〜２９年度 」を策定した。同時に、これまで「コンプライアンス推進計画」と）
していた名称を「職場の健康づくり推進計画」へ変更。これは、コンプライアンス対策は
発⽣した不祥事への対応に終始しているだけでは不⼗分であり、不祥事の予防を重視した
トータルマネジメントの取り組みが、私たち⼈間の健康管理に類似した構造を持っている
との考え⽅を基本としたものである。
現在は 「九州地⽅整備局「職場の健康づくり」推進計画（平成３０年〜３２年度 」、 ）

に基づき、職場の健康づくりをさらに発展させていくため様々な取り組みを進めていると
ころである。
本報告書は、新たな推進計画の１年⽬となる、平成３０年度における推進計画に基づく

各種取り組みの実施状況とそれに対する⾃⼰評価を取りまとめたものである。

２．推進計画に基づく取り組みの「実施状況」及びその「評価」について
（１）実施状況の取りまとめ
① 推進計画の各取り組み中 「基本⽅針、モチベーション」等の職員の意識・理解度、
に関するもの（数値化できないもの）については、職員アンケートを依頼し、その回
答を取りまとめた。
職員アンケートは平成３１年２⽉６⽇から２⽉２０⽇にかけて、対象は全職員（期

間業務職員、再任⽤職員含む 、無記名により設問１６問を実施した。）
（回答率：２，８２３／３，５２０⼈＝８０.２％（昨年度：75.8.％ ））

② 推進計画の各取り組み項⽬中 「講習会、ミーティング、研修等」の具体的取組に、
ついては、各部・事務所に調査を依頼し、その実施状況を取りまとめ、実施率を把握
した。

（２）評価⽅法
評価⽅法については、前３ヵ年計画で⾏ったアンケート内容を⾒直し、より職員の理

解度・満⾜度が把握できる内容とし、以下により評価を⾏うこととした。
① アンケート⽅式によるものについて、３段階評価とすることとした。
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○三択の例
１ 両⽅ともある
２ どちらか⼀⽅はある
３ どちらもない

○四択の例
１ 参加している
２ ある程度参加している
３ あまり参加していない
４ 参加していない

○五択の例
１ ⼗分出来ている
２ ある程度できている
３ どちらともいえない
４ あまりできていない
５ まったくできていない

評価については、いずれの場合もすべて下記により⾏う。
Ａ評価（⼗分できている） ⇒１＋２の合計回答率が８０％以上
Ｂ評価（ある程度できている）⇒１＋２の合計回答率が７０％以上８０％未満
Ｃ評価（できていない）⇒１＋２の合計回答率が７０％未満

※職員アンケートと推進室アンケートの双⽅を⾏った項⽬については、職員アンケ
ートの評価をベースに推進室アンケートの評価を加味して「項⽬評価」を⾏った。

②具体的取り組み（各課等からの状況報告）について
各取り組みの実施率を以下のとおり区分し３段階評価することとした。
Ａ評価（⼗分できている） ⇒ 実施率 ８０％以上
Ｂ評価（ある程度できている） ⇒ 実施率 ７０％以上８０％未満
Ｃ評価（できていない） ⇒ 実施率 ７０％未満

※前推進計画（平成２７〜２９年度）の評価では、Ａ評価〜Ｄ評価の４段階評価とし
ていたが、今回よりＡ評価〜Ｃ評価の３段階評価へ変更した。
変更点は下記のとおり。

【 従前 】 【 今回 】
Ｃ評価（あまりできていない） Ｃ評価（できていない）
Ｄ評価（ほとんどできていない）

Ｃ評価（あまりできていない）とＤ評価（ほとんどできていない）はどちらも「で
きていない」と判断していることにかわりはない。よって、回答率⼜は実施率が７０
％未満の場合は、すべてＣ評価（できていない）とし、Ｃ評価となった項⽬は、⼀律
に重点項⽬として、次年度以降積極的に取り組んで⾏くこととする。
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３．推進計画の取り組み項⽬、取り組み結果、評価

Ⅰ．基本⽅針
【推進計画】
九州地⽅整備局は、コンプライアンスの推進の本質は 「職場の健康づくり」である、

ということを基本認識とし、綱紀保持や⼊札・契約事務の適正執⾏などに多重的に関係
することを踏まえ、コンプライアンスに係る本質的な問題解決を⽬指すための「総合的
な対策」として職場の健康づくりに取り組む。
① その基本として、コミュニケーションの輪を育て⾵通しのよい職場づくりを進め
るとともに、地⽅整備局の地域への貢献に対する社会の側の評価を認識できる機会
を設けることなどにより 「⾵通しが良く職員のモチベーションの⾼い職場環境の、
形成」に取り組む。

、「 」 、② また 職員⼀⼈ひとりの知識・意識の向上 を図る取り組みを進めるとともに
③ 「誤りや不適切な⾏為が起こりにくいシステムの構築」を推進する。
これらの取り組みを進めるに当たって，各部所の創意⼯夫による取り組みを促進する

ことにより、職場の健康づくり推進に積極的に取り組むものとする。
職員は、基本⽅針のもと、関係法令を遵守するとともに、本推進計画に基づく取り組

みに参画し、職場の健康づくり推進に積極的に取り組むものとする。
九州地⽅整備局は、これらの取り組みが、地⽅整備局の使命の達成と職員の成⻑に寄

与することを⽬指す。

（１）推進計画の周知
推進計画の周知状況

【 アンケート】職員
Ｑ１ あなたは 「九州地⽅整備局 職場の健康づくり（コンプライアンス）推進計、

画（平成３０〜３２年度 」を読んだことが、或いは 「概要図」を⾒たことが） 、
ありますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ｂ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 両⽅ともある」と「２ どちらか⼀⽅は

ある」の合計回答率が７０％であることから、Ｂ評価とした。

【 アンケート】推進室
Ｑ１ 「職場の健康づくり推進計画（平成３０〜３２年度 」を職員に周知していま）

すか。
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【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 周知している」と「２ある程度周知し

ている」の合計回答率が９８％であることから、Ａ評価とした。

Ｂ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートの⼩評価がＢ評価、推進室アンケートの

⼩評価がＡ評価であったことを踏まえ、Ｂ評価とした。

（２ 「コミュニケーションの輪」を育て⾵通しのよい職場づくりを進める）
職場での相談しやすい雰囲気度

【 アンケート】職員
Ｑ２ あなたの職場は、困ったときに周囲の⼈に相談しやすい雰囲気がある等、⾵通

しの良い職場だと思いますか （相談内容は、業務上、業務以外を問いません）。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ｂ
平成３０年度の項⽬評価は、アンケートの「１ ⼤変そう思う」と「２ そう思う」の

合計回答率が７３％であることを踏まえ、Ｂ評価とした。

（３ 「職員のモチベーションの向上」）
職員のモチベーションの向上の取り組み

【 アンケート】職員
Ｑ３ あなたの職場において、モチベーションが向上するような取り組みが⾏われて

いますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ｃ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ ⼗分⾏われていると思う」と「２ ある

程度⾏われていると思う」の合計回答率が４５％であることから、Ｃ評価とした。

【 アンケート】推進室
Ｑ２ 事務所として、職員のモチベーション向上を図るための取り組み（やりがいを

実感できる機会を含む）を実施していますか。
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【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 実施している（年５回以上 」と「２）

ある程度実施している（年２〜４回 」の合計回答率が１００％であることから、Ａ評）
価とした。

職員のモチベーション
【 アンケート】職員
Ｑ４ あなたご⾃⾝の職場におけるモチベーションは⾼いと思いますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ｃ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ ⼤変⾼いほうだと思う」と「２ ⾼いほ

うだと思う」の合計回答率が４５％であることから、Ｃ評価とした。

〈参考〉
Ｑ４－１ Ｑ４で「１ ⼤変⾼いほうだと思う 「２ ⾼いほうだと思う」と回答さ」、

れた⽅への更問。あなたのモチベーション向上に寄与したものは、どのような
ものがありましたか。

「職場の⼈間関係が良好であったこと （ ）と回答した職員がもっとも多く、コ」 28%

ミュニケーションが良く⾵通しがよい職場環境がモチベーション向上には重要だという
ことが分かる。

、「 」（ ）、「 」（ ）また 仕事で達成感を得られたこと 仕事・役割を任されたこと21% 20%

と仕事に関連した回答が多い。仕事にやりがいを⾒つけることが⼤切だといえる。

Ｂ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は 「職員のモチベーション向上の取り組み」に関する職員、
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アンケートの⼩評価がＣ評価、推進室アンケートの⼩評価がＡ評価であること 「職員、
のモチベーション」に関する職員アンケートの⼩評価がＣ評価であることを踏まえ、Ｂ
評価とした。

（４）職員⼀⼈ひとりの知識・意識の向上
職員個⼈のコンプライアンス意識

【 アンケート】職員
Ｑ５ あなたは、常⽇頃からコンプライアンスを意識して⾏動していますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 常に意識し⾏動している」と「２ ある

程度意識し⾏動している」の合計回答率が９７％であることから、Ａ評価とした。

ルールの理解度
Ｑ６ あなたは、国家公務員倫理法及び発注者綱紀保持規程の内容を理解していると

思いますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 理解していると思う」と「２ ある程度

理解していると思う」の合計回答率が９０％であることから、Ａ評価とした。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は 「職員個⼈のコンプライアンス意識」に関する職員アン、

ケートの⼩評価がＡ評価及び「ルールの理解度」に関する職員アンケートの⼩評価がＡ
評価であることを踏まえ、Ａ評価とした。
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（５）誤りや不適切な⾏為が起こりにくいシステムの構築
職員がどう感じているか
【 アンケート】職員
Ｑ７ あなたは、職場において、⼊札事務⼿続きの⾒直し、事業者との応接⽅法の徹

底、情報セキュリティの強化等がなされていると思いますか。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、アンケートの「１ ⼗分なされていると思う」と「２ あ

」 、 。る程度なされていると思う の合計回答率が８８％であることを踏まえ Ａ評価とした

Ｂ【Ｈ３０の基本⽅針の総合評価】
平成３０年度の総合評価は、基本⽅針の取り組み５項⽬のうち、Ａ評価が２項⽬、Ｂ

評価が３項⽬、であることを踏まえ、総合評価はＢ評価とした。
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Ⅱ．具体的取り組み
【推進計画】
上述の基本⽅針により、平成３０年度を初年度とする３か年間において、以下の取り

組みを⾏っていく。

１．⾵通しがよくモチベーションの⾼い職場環境の形成
、 、 、不正の芽が育たず また 使命の実現に向けて職員が互いに協⼒し合う職場となるよう

⾵通しが良くモチベーションの⾼い職場環境の形成を推進する。このような職場環境づく
りのため、次の取り組みを⾏う。
（１）各部所単位の職場の健康づくりミーティング
【推進計画】
職員間のコミュニケーションと職場の健康づくりに関する意識向上並びに関係法令の

遵守及び法令の背後にある社会的要請に応える意識の涵養を図ることを⽬的に、各部所
において、職場の健康づくりミーティングを、原則として四半期ごとに実施する。
【 アンケート】職員
Ｑ８ あなたは 「職場の健康づくりミーティング」及び「発注者綱紀保持講習会」、

に参加していますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
⼩評価は、アンケートの「１ 参加している」と「２ ある程度参加平成３０年度の

している」の合計回答率が８０％であることから、Ａ評価とした。

【ミーティングの実施状況】
職場の健康づくりミーティングの実施は、本局及び全４３事務所において、実施され

ており、実施率は１００％だった。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、職場の健康づくりミーティングの実施率が１００％であ

ることから、Ａ評価とした。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートの⼩評価がＡ評価及び実施状況の⼩評価

がＡ評価であることを踏まえ、Ａ評価とした。
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（２）局幹部による事務所職員との意⾒交換会
【推進計画】
本局のコンプライアンス推進本部と事務所との間でのコンプライアンス意識の共有を

図るとともに、職員の意⾒を局幹部が直接把握することにより、職場の健康づくりの⼀
層の推進に資するよう、局幹部が事務所に出向き、直接、事務所職員と、職場の健康づ
くりに関する意識や事業執⾏における課題等について、ディスカッション形式の意⾒交
換会を⾏う会を実施する。
【意⾒交換会の実施状況】
局幹部による事務所職員との意⾒交換会の実施は、全４３事務所で実施した。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
、 、 。平成３０年度の項⽬評価は 全４３事務所で実施できたことを踏まえ Ａ評価とした

（３）地域との交流等職員がやりがいを実感できる機会の創出
【推進計画】
地域との交流等の機会を設け、幅広い職員の参画を促すことを通じて、職員間のコミ

ュニケーションを促進しつつ、職員のモチべ－ションの向上を図る。
【状況報告（推進室 】）
全４３事務所において、地域との交流等職員がやりがいを実感できる機会の創出を⾏

った。実施率は１００％だった。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、実施率が１００％だったことを踏まえ、Ａ評価とした。

（４）こころの健康相談とメンタルヘルス講習会
【推進計画】
こころの健康相談を希望する職員に対して、本局健康管理医や産業カウンセラー等に

よるカウンセリングを実施する。また、全職員を対象としたメンタルヘルス講習会を実
施する。
【カウンセリングの実施状況】

「 」 、毎週⽊曜⽇に本局健康管理医による こころの健康相談 を実施しており相談件数は
２２２件であった。
内部カウンセラーによるカウンセリング（定例カウンセリングとして５０回、巡回カ

ウンセリングとして春期４３事務所、秋期４３事務所、１０２出張所・分室にて実施）
に加え、外部カウンセラーによる随時・講習会時・臨時のカウンセリング（相談件数２
７件 、保健師による相談窓⼝での無料相談（相談件数４８件）を実施している。）

【メンタルヘルス講習回の実施状況】
産業医である本局健康管理医が事務所に出向き、メンタルヘルス講習会を実施してい
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る（参加者数６９名 。）
また、福岡地区、北九州地区、久留⽶地区、佐賀地区、⻑崎地区、熊本地区、⼤分地

区、宮崎地区、⿅児島地区で、産業カウンセラー協会によるメンタルヘルス講習会を実
施し、２８５名が受講した。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、カウンセリング、メンタルヘルス講習会ともに実施され

たことを踏まえ、A評価とした。

（５）管理監督者向けリスニングセミナー
【推進計画】
相談しやすい上司としての資質向上及び適切な対応を習得するためのリスニングセミ

ナーを実施する。
【リスニングセミナーの実施状況】
福岡地区、北九州地区、佐賀地区、⻑崎地区、熊本地区、⼤分地区、宮崎地区、⿅児

島地区で管理監督者向けリスニングセミナーを実施し、１６９名が参加した。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、リスニングセミナーを開催していることを踏まえ、Ａ評

価とした。

２．職員⼀⼈ひとりの知識・意識の向上
職員が遵守すべき「ルールの理解及び定着」とコンプライアンス意識の向上を図

るため、次の取り組みを⾏う。
と活⽤（１）情報の提供

①職場の健康づくりポケットブックの活⽤
【推進計画】
コンプライアンス意識の向上と啓発を図る資料として「職場の健康づくりポケットブ

ック」を全職員に配布し、職員が遵守すべき「ルールの理解及び定着」を促進するとと
もに、国家公務員倫理法に抵触するおそれのある事態や、事業者等からの不当な働きか

、 。けと思われる事態に遭遇した場合等に 職員が実際に活⽤し役⽴てていくことを⽬指す
【職員アンケート】
Ｑ９ あなたは、職場の健康づくりポケットブックを携帯していますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ 常に携帯している」と「２ ある程度
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携帯している」の合計回答率が８４％であることから、Ａ評価とした。

【ポケットブックの活⽤状況（携帯の促進含む 】）
ポケットブックガイド（ポケットブックの内容を整理した概要版）を作成し、九州地

⽅整備局イントラネットにアップし、全職員（期間業務職員を含む）へ周知した。
「職場の健康づくりだより」において、ポケットブックをHTML化したことを掲載し

周知を⾏った。
（ 、 、 （ 、 ）、 ）計画研修 新規採⽤ ⼯事監督検査 品質確保 課⻑級 係⻑級 経理・契約実務

において、ポケットブックが具体的にこのようなときに役⽴つといった話をして携帯を
促した。
さらに、ポケットブックの内容について⾒直し（ワークライフバランスの推進、障が

い者差別解消、再就職規制、業務マネジメント等を新たに追加）を⾏い第３版を発⾏し
た。第３版では、スマホ版の画⾯を⼀新し、イラストや写真を多く使⽤し、⾒やすく親
しみが持てるコンテンツとしたことから、今後より⼀層の携帯率向上が⾒込まれると考
えています。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、全職員を対象に活⽤を促す取り組みを実施していることか

ら、Ａ評価とした。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートの⼩評価がＡ評価、活⽤状況の⼩評価が

Ａ評価であることを踏まえ、Ａ評価とした。

②コンプライアンス通信の発⾏
【推進計画】
全職員に向けて、原則として毎⽉、コンプライアンス通信を発⾏する。コンプライ

アンス通信では、不祥事情報の提供だけでなく、良好な取り組み事例も取り上げるこ
とにより、コンプライアンス意識の向上とモチベーションの向上を図る。
【職員アンケート】
Ｑ１０ 毎⽉発⾏される「職場の健康づくりだより」についてお聞きします。ご⾃⾝

のコンプライアンス意識、モチベーションの向上に役⽴っていますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ｃ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ ⾮常に役⽴っている」と「２ ある程

度役⽴っている」の合計回答率が５２％であることから、Ｃ評価とした。
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【コンプライアンス通信の発⾏状況】
表題を従前の「コンプライアンス通信」から「職場の健康づくりだより」に名称変

更し、より職員へ意識してもらうことを⽬標に毎⽉発⾏した。
コミュニケーション能⼒の向上、モチベーション向上に繋がる⾝近な話題等を取り

⼊れ、提供した。
さらに、事務所の良好な取り組みについて、事例として紹介した。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
平成３０年度の⼩評価は、毎⽉発⾏され、その内容もマンネリ化したものではなく、

毎⽉⼯夫されていることから、Ａ評価とした。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ｂ
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートの⼩評価がＣ評価、発⾏状況の⼩評価が

Ａ評価であることを踏まえ、Ｂ評価とした。

③他機関等のコンプライアンス情報等の提供
【推進計画】
コンプライアンス意識の⾼い職場環境の形成と、各部所で実施する職場の健康づくり

ミーティングの題材等としての活⽤を図るため、他機関等における⾝近なコンプライア
ンス情報等について、各部所に継続的に情報提供を⾏う。
【他機関等のコンプライアンス情報等の情報提供の実施状況】
インターネットの新聞記事から、毎週、１０件程度の情報提供を⾏った。提供した情

報は、不祥事だけでなく、地域おこし等明るい話題も織り交ぜた。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、毎週⽋かさず情報提供されていることを踏まえ、Ａ評価

とした。

（２）研修・講習の実施等
①職場の健康づくり研修
１）発注事務に関わる職員を対象とした研修

【推進計画】
発注事務に関わる職員を対象とした研修において、発注者綱紀保持に関わる講義を実

施する。
【発注者綱紀保持に関わる講義の実施状況】
計画研修のうち 「⼯事監督検査研修 「品質確保（課⻑級、係⻑級）研修 「経理、 」、 」、

・契約研修」において、発注者綱紀保持に関する講義を⾏った。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
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平成３０年度の項⽬評価は、計画研修のうち発注事務に関わる職員を対象とした全て
の研修において、講義を実施していることを踏まえ、Ａ評価した。

２）新規採⽤職員や未経験業務に従事することとなる職員に対する研修
【推進計画】
新たに採⽤された職員を対象とする研修や、⼈事異動等により、未経験の業務に従事

することとなる職員に対して、新たな業務に必要とされる⼀般的、基礎的知識等を付与
することを⽬的とする研修を通じて、過去の不正事案を受けて取りまとめられた再発防
⽌策の取り組みの徹底を図る。
【再発防⽌策の取り組みの徹底の実施状況】
新規採⽤職員研修で、コンプライアンスに関する講義を実施。
会計課、契約課、情報通信技術課、⽤地部において、以下のとおり説明会等を実施し

た。
・３⽉１２⽇ 契約担当（新任）者等実務説明会を実施した。
・３⽉１３⽇ 経理担当（新任）者等実務説明会を実施した。
・３⽉１６⽇ 新任⽤地担当課⻑等に対する説明会を実施した。
・４⽉１９⽇〜２０⽇ ⽤地業務説明会（新任⽤地担当者）を実施した。
・５⽉２５⽇ 電気通信担当課⻑（⼟⽊職等）研修（電気通信関係の遵守法令及び規

則、⼊札契約制度、積算技術などの必要な知識付与）を実施した。
・７⽉１３⽇ ⽤地関係業務完了検査講習会を実施した。
・１０⽉２９⽇〜３０⽇ ⽤地業務のスキルアップ研修を実施した。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、関係部所おいて、計画どおり実施されていたことを踏ま

え、Ａ評価とした。

②職場の健康づくり講習会
１）発注者綱紀保持講習会

【推進計画】
九州地⽅整備局発注者綱紀保持規程に基づく職員の責務、秘密の保持、報告制度、不

、 、 、当な働きかけに対する対応､情報管理の徹底 事業者等との応接⽅法等について 毎年
各部所において、コンプライアンス・インストラクターによる講習会を実施する。これ
に伴い、コンプライアンス・インストラクターの育成とその能⼒向上に努める。
なお、当該講習会は、前記１ （１）の職場の健康づくりミーティングに代えて実施．

することができるものとする。

【発注者綱紀保持講習会の実施状況等】
平成３０年８⽉９⽇にコンプライアンス・インストラクター育成のため、外部講師に

よる講習会を開催した。
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その後本局及び全４３事務所において、コンプライアンス・インストラクターを中⼼
として発注者綱紀保持講習会を開催した。実施率は１００％であった。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、各部所毎の実施率が１００％であることを踏まえ、Ａ評

価とした。

２）⼊札談合等関与⾏為防⽌法に関する講習会
【推進計画】
事務所⻑等会議、副所⻑等会議、発注事務を担当する課⻑等会議など年度当初の各階

層別会議において、公正取引委員会等の協⼒を得つつ、⼊札談合等関与⾏為防⽌法に関
する講習会を実施する。
【⼊札談合等関与⾏為防⽌法に関する講習会の実施状況】
対象となる各会議（事務所⻑会議、技術副所⻑等会議、事務副所⻑会議等の各階層の

１０会議）において、公正取引委員会九州事務所から講師を招いて講習会を実施し、５
７８名が受講した。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、対象となるすべての会議において実施されたことを踏ま

え、Ａ評価とした。

３）倫理講習会
【推進計画】
国家公務員倫理法等の遵守意識のさらなる向上を図るため、全職員を対象とした講習

会等を国家公務員倫理週間（１２⽉１⽇〜７⽇）の前後の時期に実施する。
【職員アンケート】
Ｑ１１ あなたの職場では、職員の倫理意識は⾼いと思いますか。

【Ｈ３０の⼩評価】
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ ⾼いと思う」と「２ ある程度⾼いと

思う」の合計回答率が８６％であるこから、Ａ評価とした。

【倫理講習会の実施状況】
本局及び全４３事務所において実施されおり、実施率は１００％であった。
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【Ｈ３０の⼩評価】
、 、 。平成３０年度の⼩評価は 講習会の実施率が１００％であることから Ａ評価とした

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートがＡ評価、倫理講習会の実施状況に関す

る評価がＡ評価であることを踏まえ、Ａ評価とした。

４）ハラスメント防⽌講習会
【推進計画】
ハラスメント防⽌意識のさらなる向上を図るため、全職員を対象とした講習会等を、

国家公務員セクシャル・ハラスメント防⽌週間（１２⽉４⽇〜１０⽇）の前後の時期に
実施する。
【職員アンケート】
Ｑ１２ あなたの職場では、職員のハラスメント防⽌意識は⾼いと思いますか。

【Ｈ３０の⼩評価】Ｂ
平成３０年度の⼩評価は、アンケートの「１ ⾼いと思う」と「２ ある程度⾼いと

思う」の合計回答率が７８％であるこから、Ｂ評価とした。

【 ハラスメント防⽌講習会の実施状況】
本局及び全４３事務所において実施されており、実施率は１００％であった。
やむを得ず講習会に参加できない職員については、ハラスメント防⽌ＤＶＤの聴講を

促した。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
、 、 。平成３０年度の⼩評価は 講習会の実施率が１００％であることから Ａ評価とした

【Ｈ３０の項⽬評価】Ｂ
平成３０年度の項⽬評価は、職員アンケートがＢ評価、実施状況に関する評価がＡ評

価であることを踏まえ、Ｂ評価とした。

③不当要求⾏為（⾏政対象暴⼒）への対応⼒の向上等
【推進計画】
公安委員会主催の不当要求防⽌責任者講習会等を通じて、不当要求⾏為（⾏政対象暴

⼒）に対する職員の対応⼒の向上を図る。
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【不当要求防⽌責任者講習会の受講の実施状況】
４３事務所中３６事務所において、講習会等を受講し対応⼒の向上を図った。受講率

は、８４％だった。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
、 、 。平成３０年度の⼩評価は 講習会等の受講率が８４％であることから Ａ評価とした

【推進計画】
また 「暴⼒団追放連絡協議会 （平成１３年度より各県毎に毎年度開催）を活⽤し、、 」

各県警察、各弁護⼠会⺠事介⼊暴⼒対策委員会、各県暴⼒追放運動推進センターと連携
し、情報共有を図る。
【暴⼒団追放連絡協議会の活⽤及び情報共有の実施状況】
４３事務所中４２事務所において暴⼒団追放連絡協議会を活⽤し、関係機関との連携

が図られていた。実施率は、９８％だった。

【Ｈ３０の⼩評価】Ａ
、 、 。平成３０年度の⼩評価は 情報共有の実施率が９８％であることから Ａ評価とした

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、不当要求防⽌責任者講習会等の実施状況がＡ評価、暴⼒

団追放連絡協議会の活⽤及び情報共有の実施状況に係る評価がＡ評価であることを踏ま
え、Ａ評価とした。

④情報管理に関する法令等の周知
【推進計画】
職員に対し、⾏政機関の保有する個⼈情報の保護に関する法律、⾏政機関の保有する

情報の公開に関する法律、公⽂書等の管理に関する法律等の法令等の周知を図る。
【情報管理に関する法令等の周知の実施状況】
職場の健康づくりポケットブックにおいて 「公⽂書の管理 「情報公開制度 「個、 」、 」、

⼈情報の保護」について記述している。また、九州地⽅整備局イントラポータルサイト
に■⽂書管理関係、■情報公開・個⼈情報保護関係のサイトを作成し、関係法令等を掲
載している。

Ａ【Ｈ３０の項⽬評価】
平成３０年度の項⽬評価は、ポケットブックやイントラポータルサイトを活⽤し周知

を図っていることを踏まえ、Ａ評価とした。
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（３）知識の定着の検証
①九州地⽅整備局発注者綱紀保持規程のセルフチェックの実施

【推進計画】
イントラネット上に常時チェックシートを掲載し、九州地⽅整備局発注者綱紀保持規

程の遵守意識の向上に努める。
また、セルフチェックの結果の、職員への指導及び講習会等における活⽤を図る。

【セルフェックの実施状況】
全職員を対象に、１２⽉３⽇〜１２⽉７⽇の間でセルフチェックを実施した。
なお、今回実施したセルフチェックの内容は、発注者綱紀保持だけではなく、国家公

務員倫理、公⽂書管理、官製談合防⽌、ハラスメントを含む幅広い項⽬で実施した。
解答・解説については、イントラネットに掲載した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、セルフチェックを実施していることを踏まえ、Ａ評価と

した。

②国家公務員倫理法・国家公務員倫理規程のセルフチェックの実施
【推進計画】
国家公務員倫理法等の遵守意識の向上を図るため、全職員を対象に、国家公務員倫理

週間中に、同法・倫理規程のセルフチェックを実施する。
また、セルフチェックの結果の、職員への指導及び講習会等における活⽤を図る。

【セルフチェックの実施状況】
１２⽉３⽇〜７⽇の国家公務員倫理週間に全職員を対象として実施した。なお、今回

実施したセルフチェックの内容は、国家公務員倫理だけではなく、発注者綱紀保持、公
⽂書管理、官製談合防⽌、ハラスメントを含む幅広い項⽬で実施した。
解答・解説については、イントラネットに掲載した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、セルフチェックを実施していることを踏まえ、Ａ評価と

した。

３．誤りや不適切な⾏為が起こりにくいシステムの構築
誤りや不適切な⾏為が起こりにくいシステムを構築するため、次の取り組みを⾏う。
（１）⼊札・契約事務の適切な執⾏

①⼊札事務⼿続き⾒直し
【推進計画】
過去の⼊札談合事案を踏まえた⼊札・契約⼿続きの⾒直しに基づき、事務所において
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発注する⼯事の⼀部について、⼊札書と技術資料及び施⼯計画の同時提出を引き続き実
施する。
【同時提出の実施状況】
該当する全ての⼯事において実施した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、該当するすべての⼯事において実施したことを踏まえ、

Ａ評価とした。

②事務所毎の応札状況の透明化
【推進計画】
⼊札談合の発⾒の端緒⼜はその抑⽌効果の観点から、事務所毎の応札状況の傾向等に

ついて、引き続き毎⽉１回ウェブサイト上で公表するとともに、当該データを基に、本
、 、 、 。局にて 毎⽉ 談合疑義の該当性をチェックし ⼊札・契約⼿続運営委員会に報告する

さらに、⼊札・落札率分布表等による詳細な分析を年に１回程度実施し、その結果を
踏まえて必要な措置を講じる。
【事務所毎の応札状況の透明化・情報公開の実施状況】
・⼊札結果データ、事務所毎の平均落札率をウェブサイトに公表した。
・毎⽉談合疑義の該当性をチェックし、契約⼿続運営委員会に報告した。
・受注者毎に受注割合及び⾦額を⼀覧表にして、談合疑義の分析を⾏った。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、応札状況の透明化等が実施されていることを踏まえ、Ａ

評価とした。

（２）事業者等への適切な対応
①事業者等に対する九州地⽅整備局発注者綱紀保持規程等の周知

【推進計画】
九州地⽅整備局ウェブサイトに、有資格業者を対象とした発注者綱紀保持の取り組み

についての協⼒依頼を常時掲載する。併せて、執務室の⼊⼝等に執務室への⼊室に関す
る協⼒依頼について掲⽰する。
【ホームページへの常時掲載及び⼊室にあたっての協⼒依頼の周知の実施状況】
九州地⽅整備局ウェブサイトにおいて、発注者綱紀保持への協⼒依頼を掲載した。併

せて、執務室の⼊⼝等における執務室への⼊室にあたっての協⼒依頼の周知を全４３事
務所で⾏った。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、全事務所において実施されていることを踏まえ、Ａ評価

とした。
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②事業者等との応接⽅法の徹底
【推進計画】

、 、発注事務における事業者等との応接に当たっては 国⺠の疑惑や不信を招かないよう
必要最⼩限の対応にとどめ、この場合においては、原則として受付カウンター等オープ
ンな場所で複数の職員で対応するなど、引き続き対応ルールの徹底を図る。
【対応ルールの徹底の実施状況】
全４３事務所で対応ルールの徹底を図った。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、全事務所において実施されていることを踏まえ、Ａ評価

とした。

（３）情報管理の徹底
①情報セキュリティの強化

【推進計画】
、「 」 、発注事務に関する情報について 発注者綱紀保持マニュアル に定める⽅法に従い

指定された職員が適切に管理し、機密情報が含まれる⽂書等について、パスワードの設
定等の技術的セキュリティを強化するなど、引き続き情報管理の徹底を図る。
【情報管理の徹底の実施状況】
パスワードの設定等の取り組みを全４３事務所で実施した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、全事務所において実施されていることを踏まえ、Ａ評価

とした。

【推進計画】
２．⼯事⼊札参加者名のマスキング
⼊札・契約⼿続運営委員会等提出資料における、⼯事⼊札参加者名のマスキングにつ

いて引き続き実施する。
【⼯事⼊札参加者名のマスキングの実施状況】
対象事務所の全てにおいて実施した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
、 、平成３０年度の項⽬評価は 対象事務所の全てにおいて実施されていることを踏まえ

Ａ評価とした。
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Ⅲ．各部所の創意⼯夫による取り組みの促進
【推進計画】
職場の健康づくりにおいて、これまでも各部所の創意⼯夫による取り組みがなされて

いる。これら各部所の創意⼯夫による取り組みをさらに促進し、職場の健康づくりを積
極的に進める。
また、職員に対しても、創意⼯夫による取り組みへの積極的な参画と、さらなる創意

⼯夫に向けた提案等を促していく。

１．事例集の作成等
【推進計画】
職場の健康づくりにおける各部所の創意⼯夫による取り組み事例は、他の部所にとっ

ても参考になるものである。このため、これらの取り組みを集約した事例集の作成等に
より、取り組み事例に関する情報を共有し、創意⼯夫による取り組みの各部所における
展開を促す。
【事例集の作成等の実施状況】
原則、毎⽉実施された本部会議における事務所⻑報告（平成３０年度は１３事務所の

報告を実施）について、各部所へ事例とて展開した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、各部所へ展開していることを踏まえ、Ａ評価とした。

２．良好な取り組み事例の顕彰等
【推進計画】
各部所の創意⼯夫による良好な取り組みの事例について、コンプライアンス通信を通

じて全職員へ紹介するとともに、⼀般監査において推奨事例とし取り上げるなどにより
顕彰する。
【顕彰等の実施状況】
各部所の創意⼯夫による良好な取り組みの事例については、事務所コンプライアンス

、 、 。推進室へ情報提供を⾏うとともに コンプライアンス通信を通じて 全職員へ紹介した
また、平成３０年度⼀般監査報告において推奨事例として取り上げた。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、コンプライアンス通信を通じた全職員へ紹介、また、⼀

般監査報告において推奨事例として取り上げたことを踏まえ、Ａ評価とした。
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Ⅳ．フォローアップ（実施状況及び実効性の検証）
【推進計画】
本推進計画に基づく職場の健康づくりに関する取り組みを着実に進展させていくた

め、以下により、フォローアップ（実施状況及び実効性の検証）を⾏う。

１．コンプライアンス推進本部会議における事務所⻑の取り組み状況報告
【推進計画】
各事務所における職場の健康づくりに関する取り組み推進の励みとなるよう、引き続

。 、 、 ．き事務所⻑の推進本部会議での報告を実施する また この報告内容について 前記Ⅲ
１．の事例集等において活⽤を図る。
【事務所⻑報告の実施状況】
コンプライアンス推進本部会議において、１３事務所⻑からの報告を実施した。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、コンプライアンス推進本部会議において事務所⻑報告が

実施されていることを踏まえ、Ａ評価とした。

２．内部監査の適確な実施
【推進計画】
⼀般監査において、職場の健康づくりの取り組み状況及び⼊札契約の適正な執⾏等に

ついて、引き続き監査を実施する。また、職員からの通報制度の活⽤及び周知の状況に
ついても引き続き監査・指導を⾏い、必要に応じ臨時的な監査を実施する。
【⼀般監査の実施状況】
平成３０年度⼀般監査対象の１６事務所の全てにおいて、以下の項⽬について、重点

的に監査を実施した。
①コンプライアンスの総合的取組
・ 職場の健康づくり」推進計画の取組「
・特別監察提⽰意⾒のフォローアップ
・国家公務員倫理法等遵守の取り組み
② 健康で⾵通しのよい職場の環境づくりの取組:

・職員の⼼⾝の健康管理の取組
・ワークライフバランス推進の取組
・ハラスメント防⽌対策の取組
③国⺠から信頼される⾏政運営の取組
・⾏政情報の管理等に関する取組
・⼊札・契約⼿続きの適正な執⾏の取組
・⾏政サービス改善の取組 等

平成３０年度の⼀般監査にあたって、年度当初の監査官会議において、具体的な実施
⽅法及び重点事項等について意⾒交換を⾏い、効果的な監査に努めた。また、⼀般監査
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の報告書をとりまとめ、九州地⽅整備局ウェブサイトにおいて公表している。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、計画していた全ての事務所において適切に実施されたこ

とを踏まえ、Ａ評価とした。

３．計画の実施状況評価及び改訂
【推進計画】
コンプライアンス推進本部において、年度毎に、本計画の実施状況を検証の上⾃⼰評

価を⾏い、コンプライアンス・アドバイザリー委員会に報告し、改善に向けた提⾔を受
けるとともに、計画期間内であっても必要に応じて計画の変更を⾏うものとする。
さらに、計画期間内の実施状況及びその達成度の推移を踏まえ、実施項⽬・⼿法等に

ついて、３か年毎に抜本的な評価及び⾒直しを⾏うものとする。
【⾃⼰評価の実施状況等】
⾃⼰評価を⾏い、その結果については、平成３０年７⽉１１⽇ 開催のコンプライア

ンス・アドバイザリー委員会に報告し、改善に向けた提⾔を受けるとともに平成２９年
度の活動報告については了承された。

【Ｈ３０の項⽬評価】Ａ
平成３０年度の項⽬評価は、コンプライアンス・アドバイザリー委員会を開催し活動

報告を⾏っていることを踏まえ、Ａ評価とした。

【参考】今後の取り組みに向けて
今後の取り組みに向けて改善すべき点等を検証するため、下記の内容でアンケート調

査を実施した。
Ｑ１３ コンプライアンス推進に向けた取り組みで、効果的であったと思う項⽬は何

ですか。
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結果をみると、毎年実施しておりマンネリ感を指摘する声はあるが、それでも各種講
習会は効果的であることがわかる。
また、職場の健康づくりミーティング（四半期毎）や他機関等のコンプライアンス情

報（毎週発信）のように定期的に実施や発信している取り組みも効果的だといえる。
今後においては、講習会の内容を⼯夫し、職員がやらされ感や負担感を感じないもの

とするとともに、モチ－ベーション向上に繋がる取り組みを積極的に⾏っていくことと
する。

４．実施状況の全体評価（まとめ）
評価結果をみると、推進計画の「Ⅰ．基本⽅針」では、５項⽬の取り組み中、Ａ評価が

、 （ 「 」）。 「 ．２項⽬ Ｂ評価が３項⽬という結果となった 総合評価は Ｂ評価 推進計画の Ⅱ
具体的取り組み」では、２９項⽬中、Ａ評価が２７項⽬、Ｂ評価が２項⽬となった。

Ⅰ．基本⽅針の結果について、考察していく。
アンケート調査では、コンプライアンスを意識し⾏動している職員（常に意識し⾏動し

ている⼜はある程度意識し⾏動している）は９７％に達しており、コンプライアンスに対
する意識は着実に浸透している。
次に、モチベーションに関しては 「⾃⾝のモチベーションが⾼いと思うか」との問い、

に対し、⾼いほうだと思う（⼤変⾼いほうだと思う⼜は⾼いほうだと思う）は４５％と半
数にも満たなかった。
⼀⽅で、推進室側に⾏った調査では 「事務所とし職員のモチベーション向上を図るた、

（ ） 」 、めの取り組み やりがいを実感できる機会を含む を実施していますか との問いに対し
実施している（年５回以上⼜は年２〜４回）は１００％となっている。
この結果から、推進室側と職員との間にギャップがあることがわかる。
推進室側が実施した「職員のモチベーション向上を図るための取り組み」が必ずしも職

員のモチベーション向上につながっておらず、推進室側のより⼀層の⼯夫が求められる。
ここ数年の結果も踏まえると 職場の健康づくり を進めるうえで ⼀番の課題が 職、「 」 、 「

員のモチベーション向上」である。
この４⽉からは、本格的に働き⽅改⾰がスタートしており、コミュニケーションの輪を

育て⾵通しの良い職場づくりを進めるとともに、ワークライフバランスの推進を積極的に
進めつつ、職員のモチベーションの⾼い職場環境の形成に繋がる取り組みを積極的に実施
していく必要がある。
具体的には、業務マネジメント（ＩＣＴの活⽤［ペーパレス会議、ＴＶ会議、ＲＰＡ活

⽤ 、資料作成の効率化、業務依頼の適正化、資料の整理［クリア・デスクの推奨 、会］ ］
議の効率化）や勤務時間のマネジメント（定時退庁の促進、フレックスタイム制の活⽤、
休暇取得促進、業務⾒直しや平準化による超過勤務の縮減、事前命令・事後確認の徹底等
適正な勤務時間管理）の推進により作業時間を削減し、その時間を創造的な業務（地域・
⾃治体⽀援（防災、まちづくり等 、広報活動への積極的な参画（インフラツアーリズム）
等 ）へ切り替えていくことで、また、⾃⼰啓発、育児・介護への積極的な参画、ボラン）
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ティア、地域活動への参画等を図ることで、職員のモチベーション向上へと繋げていく。

次にⅡ．具体的取り組みについて、考察していく。
具体的取り組みに関しては、各部所においてしっかりと取り組んでもらっている。
例えば、職場の健康づくりポケットブックの携帯に関しては、平成２９年度の携帯率は

５２％であったが、平成３０年度は、８４％と３２％も上がっている。これは、スマート
フォンへの取り込みを推進したことと、各部所において、しっかりと職員へ周知した結果
である。ポケットブックについては、第３版を発⾏し内容を充実（ワークライフバランス
の推進、障がい者差別解消、再就職規則、法律相談・予防司法⽀援制度、業務マネジメン
ト等の追加）したことで、携帯していれば役に⽴つと職員が感じてくれたのでないかと考
える。
各種講習会（発注者綱紀保持、倫理、ハラスメント等）は、各部所において、適切に⾏

われており、また、職員の評価も⾼いので、今後も継続して⾏っていく。
特に、過去の不祥事事案を踏まえ、発注者綱紀保持に関しては「秘密の保持 、倫理に」

関しては「利害関係者との関係 、ハラスメントに関しては、パワハラ防⽌法が成⽴した」
ことを踏まえ「パワハラ」に関して、それぞれ職員の「知識 「意識」のさらなる向上」、
を図ることとする。
また、昨年開催のコンプライアンス・アドバイザリー委員会において、委員より、職員

のモチベーション向上に関し「地域の⽣の声がダイレクトに職員へ伝わるようにすれば、
職員のモチベーションは上がる」⼜、地域貢献に関し「社会基盤を下⽀えしている事を地
域の⽅々の⽬に⾒える形で周知することが重要。たとえば、ダムの⾒学会等イベントを企
画し地域の⽅々の参加を呼びかけ、地⽅整備局の存在と役割を知ってもらうことが⼤事」
との意⾒を頂いたことも踏まえ イベントの開催 地域イベントへの積極的参加 イ、「 」、「 」、「
ンフラツーリズムの実施」等、各部局・事務所において、様々な取り組みを⾏ってきた。
これらの取り組みは、職員のモチベーション向上に寄与する⼿段として⾮常に有効と考え
ており、今後も積極的に取り組んでいくこととする。

全体を通じていえることは 「職場の健康づくり推進計画」に基づいて⾏っている各種、
取り組みは、その効果に温度差はあるものの確実に職員の役に⽴っているということであ
る。
コンプライアンスの取り組みは、これが正解というものがあるものではないが、様々な

取り組みを継続して⾏っていくことこそが重要ではないかと考えている。
推進計画の初年度である平成３０年度の評価を踏まえ、特に職員のモチベーション向上

に繋がる取り組みを積極的に実施するとともに、各種取り組みを着実に実施することによ
り「職場の健康づくり」をさらに進めていくこととする。

以 上
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